
平成20年度

決算概要(ダイジェスト版)

◆新発田市



平成20年度は､100年に→度という､経済不況の中､健全な財政運営に努め､実質収支で9億2,766万円の黒字となりました｡特に4つ

の基本目標の中の重点施策や重点課題テーマである､食育の推進などを中心に事業を行ってきました｡

厳しい財政状況の中でも､主要な財政指標は良い水準を保っています｡
新発田前の平成20年度の財政状況は､前年度に比べて､経常収支比率が､0.9ポイント上がったものの､財政健全化判断比率は､いずれも

警戒ラインを大きく下回っています｡

一般会計では､歳入は､市税が1.4%減少しましたが､地方交付税が9.1%増加し､総額では､3.4%増の393億3,986万円となりました｡
また､歳出では､総務費が17.3%､商工費が14.5%増加するなど､総額で3.9%増の381億6,688万円となりました｡

地方交付税

109億1664万円

市債
31憶8612万円

国庫支出

28憶8841万円

県支出金

21億1389万円

地方消炎税交付
金9億1559万円
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市税,

118憶7428万円
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懸軍真数/1の旦_農法霊長4億6422万円 5億2750万円

繰入金

17憶6218万円

民生費

90億6650方向

総務費

-----~ノ藤越金
58億4343万円

12億9942万円

使用料･手数料
5憶8192万円

分担金一負担金
5億4186万円

土木費

51億3746万円

その他

14億9210万円

商工費

17億8934万円

農林水産業費

19億5683万円

衛生費

3り意9389万円

公債費

47億4430万円

教育費

49億4303万円
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農林水産業費繍鳥
農業や林業､水産業の振
興のために使われるお金

18.897円
(18,555円)

+1.8%

注1:人口は平成20年度末の住民基本台帳人口103,553人(平成19年度末104,216人)によります｡
注2:矢印の上下は､前年度の決算額に対する増減をイメージしたものです｡



匹ヨ 財政の健全性を判断する比率はいずれも基準内の範囲に入っています

｢地方公共団体の財政の健全化に関する法律｣

は､4つの健全化判断比率と､公営企業の資金不

足比率を議会に報告し､公表することを義務付けて

います｡

いずれの比率も基準内であり､良好な状況にある
といえます｡

また､資金不足比率については､平成20年度西

部工業団地造成事業で大規模な土地の売却が

あったため､資金不足が解消されました｡

財政力指数
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健全化判断比率等

比率
当市の

比率
早期健全
化比率

財政再生
基準 比率の内容

実質赤字比率 12.12% 20.0%
一般会計等を対象とした実質
赤字の標準財改規模に対する
比率

連結実質赤字
17.12% 40.0%

全会計を対象とした､実質赤字
比率 の標準財政規模に対する比率

実質公債責比
率

11.5% 25,0% 35.0%
一般会計等が負担する元利償
還金及び準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

将来負担比率 67.4% 350.0%
一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の標準財政規模
に対する比率

資金不足比率
経営健全化基準 公営企業会計ごとの資金の不
20.0% 足額の事業規模に対する比率

市債残高(全会計)
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